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筆記試験　外国語を含む

総合政策学研究科修士課程

大問Ⅰは英文読解力と思考力を試す問題であり、英文の新聞記事
の一部を、日本語に訳させることにより読解力を評価し、記事に
ついての内容の正誤を問う選択問題により思考力を評価した。大
問Ⅱは表現力を試す問題であり、説得力ある説明資料を作成させ
ることにより、最終的な結論だけでなく、それに至る論理の過程
が説得力を持って記述できているかどうかを評価した。
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一般入試

筆記試験

受験上の注意

１．問題文は大問Ⅰ 思考力を試す問題、 大問Ⅱ 表現力を試す問題で構成され

ている。

２．試験時間は 90 分である。

３．試験時間中 机上におけるものは、筆記用具のほか、定規、コンパス、時計、

受験票、ティッシュペーパー、コンタクトレンズの乾き防止用目薬である。

４．次のものは使用できない。携帯電話（携帯電話を時計の代わりに使用するこ

とはできない）、スマートフォン、腕時計型情報端末、電子辞書、辞書、六法等

の参考文献 筆入れ、下敷き

５．解答はすべて解答用紙に記入すること。筆記用具は、鉛筆、シャープペンシ

ル、ボールペン、万年筆など自由である。色鉛筆、ラインマーカーは使用できな

い。

６．印刷が不鮮明な場合は申し出ること、ただし問題の内容についての質問は受

け付けない。



大問Ⅰ 思考力を試す問題

つぎの新聞記事を読み、以下の問題に解答せよ。



１．新聞記事の下線部 a) から f) を、日本語に直せ。



２．この新聞記事から、確実にいえることは１から５のうちどれか。 

 

１．新彊産の木綿生産にウイグル族の強制労働が使用された事実はない。 

２．新彊産の木綿を使用しないと明言したことで、ユニクロは日本政府の方針に

従い、中国を捨てて米国側に舵を切った。 

３．ユニクロが過去に新彊産の木綿を使用していたことがあるのかどうかは不

明である。 

４．ユニクロは中国国内の支店を 3,000 店にまで増やす計画である。 

５．ベトナムやバングラデシュ、インドネシア、インド、カンボジアでは、中国

よりも人件費が安い。 

 

 

 

  



大問Ⅱ 表現力を試す問題 

 

 

関西でスーパーストアをチェーン展開しているA社は、5から10店舗の規模で、

西日本の中国地方での新規出店を計画している。小売業でチェーン展開する際

の定石として、特定の一県へ集中的に出店する方針である。そこで、2023年の

中国地方五県におけるスーパーストアの既存店舗等に関する以下のデータを参

考に、どの県に何店舗を出店するのがよいか、取締役会に諮るための説得力あ

る説明資料を作成せよ。文章による表現、略図の利用による表現、図や文章の

組み合わせ使用は自由である。 

 

 

2023年 岡山県 広島県 鳥取県 島根県 山口県 

既存店舗の販売額 (億

円) 

3,033.25 4,273.03 571.48 598.84 1,568.07 

既存店舗数 117 111 21 20 72 

従業員数 (人) 11,836 12,763 2,155 2,130 6,351 

売り場面積 (㎡) 496,000 690,000 149,000 130,000 356,000 

2022年人口 (人) 1,862,000 2,760,000 544,000 658,000 1,313,000 

2021年平均県民所得 (万

円) 

274.3 317.9 250.7 290.9 296.0 

 

出典 以下より作成 

 

経済産業省・中国経済産業局発行 百貨店・スーパー販売状況 (令和5年分速

報) 

 (https://www.chugoku.meti.go.jp/toukei/hanbai/r5fy/press2023.pdf) 

 

総務省統計局発行 都道府県別人口と人口増減率 (2022年) 

 

内閣府 県民経済計算 (2021年) 

(https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kenmin/files/contents/main_2021.html) 
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